
が
、
劇
団
活
動
の
中
で
、
最
終
の
演
劇
的
責
任

は
当
然
負
う
と
し
て
も
、
生
活
の
為
の
仕
事
が

優
先
す
る
。
従
っ
て
、
残
業
や
出
張
等
の
理
由

で
稽
古
日
に
欠
席
者
が
出
る
。
稽
古
の
ペ
ー
ス

が
遅
れ
る
た
め
に
稽
古
時
間
が
夜
遅
く
迄
に
な

る
。
一
つ
の
公
演
の
稽
古
に
無
理
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
、
次
の
公
演
へ
の
参
加
に
支
障
を
来

す
。
女
子
の
場
合
、
結
婚
す
る
と
ほ
と
ん
ど
劇

団
活
動
を
続
け
ら
れ
な
い
。
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様

化
が
、
若
者
の
心
を
ひ
き
、
余
暇
の
時
間
を
芝

居
一
筋
に
と
は
い
か
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
若
い
劇
団
員
が
入
っ
て
は
や
め
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

②
稽
古
場
の
確
保
が
困
難
な
こ
と

　
現
在
、
市
内
の
劇
団
で
稽
古
場
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
主
宰
者
所
有
の
ビ
ル
に
楷
古
場
を
つ

く
っ
た
か
に
座
と
、
借
室
で
は
あ
る
が
事
務

所
、
資
料
室
と
と
も
に
恒
常
的
に
使
用
で
き
る

稽
古
場
を
持
つ
横
浜
小
劇
場
の
二
劇
団
だ
け

で
、
他
の
多
く
は
ジ
プ
シ
ー
的
で
あ
る
。
都
市

化
が
進
む
と
稽
古
場
に
使
え
る
場
所
は
限
ら
れ

て
く
る
し
、
あ
っ
て
も
使
用
料
を
払
い
き
れ
な

い
。
横
浜
小
劇
場
と
て
、
図
書
室
と
小
道
具
置

場
を
兼
ね
て
い
て
狭
く
、
公
演
間
際
に
は
市
の

婦
人
コ
ー
ナ
ー
や
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
リ

ハ
ー
サ
ル
室
等
の
広
い
場
所
を
借
用
し
て
い
る

が
、
必
ず
し
も
使
い
た
い
時
に
借
り
ら
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
か
に
座
の
稽
古
場
は
比
較
的
広

い
の
で
、
同
劇
団
の
稽
古
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
他
劇
団
も
利
用
し
て
い
る
が
、
稽
古
場
に
使

　
用
で
き
る
公
共
施
設
の
夜
間
開
放
（
例
え
ば
学

　
校
）
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
③
道
具
置
場
が
な
い
こ
と

　
　
前
項
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
、
大
道
具
、
小

　
道
具
等
の
か
さ
ば
る
物
を
置
く
場
所
が
な
い
。

　
従
っ
て
、
公
演
毎
に
破
棄
し
て
し
ま
う
。
物
に

　
よ
っ
て
は
各
劇
団
で
使
い
廻
し
が
で
き
る
の

　
で
、
倉
庫
が
あ
れ
ば
資
源
の
節
約
に
も
な
る

　
し
、
共
通
の
道
具
を
連
盟
の
財
産
と
し
て
備
え

　
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
現
在
の
連

　
盟
に
は
倉
庫
を
借
り
る
ほ
ど
の
力
は
な
く
、
低

　
料
金
で
借
用
で
き
る
場
所
を
何
と
か
確
保
し
た

　
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
演
劇
活
動
の
日
常
化
と
施
設

　
　
〝
常
設
の
劇
場
が
な
い
横
浜
市
民
に
芸
術
鑑

賞
の
機
会
を
身
近
な
場
所
で
提
供
し
よ
う
〟
と

昭
和
五
十
年
度
か
ら
横
浜
市
が
は
じ
め
た
「
地

域
巡
回
教
室
」
は
、
横
浜
交
響
楽
団
に
よ
る
音

楽
と
、
横
浜
小
劇
場
に
よ
る
演
劇
を
各
区
に
派

遣
し
て
鑑
賞
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
式
を
と
っ

て
成
功
し
た
。
演
劇
教
室
の
場
合
、
観
客
は
小

学
校
高
学
年
の
子
供
か
ら
中
・
高
校
生
及
び
大

人
ま
で
、
日
頃
市
の
中
心
部
ま
で
出
て
観
劇
す

る
機
会
の
少
な
い
市
民
が
身
近
な
場
所
で
の
上

演
に
多
数
集
ま
っ
た
。
子
供
か
ら
手
が
離
せ
な

い
よ
う
な
若
い
母
親
が
親
子
連
れ
で
眼
を
輝
か

せ
て
舞
台
に
見
入
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
催
し

が
刺
戟
と
な
っ
て
、
そ
の
地
域
の
青
少
年
文
化

活
動
が
動
き
出
し
た
区
や
、
中
学
校
演
劇
の
区

単
位
の
発
表
会
を
毎
年
定
期
的
に
行
う
こ
と
に

な
っ
た
区
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
巡
回
教
室
の
意

味
は
大
き
い
。

　
市
の
中
心
部
に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の

日
常
的
公
演
活
動
に
、
各
区
で
の
演
劇
鑑
賞
の

機
会
が
加
お
っ
た
こ
と
で
、
横
浜
市
の
文
化
状

況
に
い
く
ら
か
の
剌
戟
が
与
え
ら
れ
た
と
す
れ

ば
、
こ
れ
を
活
発
化
し
、
地
域
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
各
区
の
「
公
会
堂
」
を
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
単
な
る
貸
小
屋
で
は
な
く
、
区
民
文
化
創
造

文
芸

　
　
市
民
権
得
た
の
は
戦
後

　
明
治
以
来
、
横
浜
か
ら
は
有
島
武
郎
、
長
谷

川
伸
、
吉
川
英
治
、
大
仏
次
郎
な
ど
、
い
か
に

も
″
開
か
れ
た
町
″
横
浜
ら
し
い
作
家
が
輩
出

し
て
い
る
が
、
一
般
に
文
学
が
市
民
的
職
業
の

一
つ
と
し
て
社
会
的
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
小
田
切
秀
雄
氏
が
「
二
薬
亭
四
迷
」

　
（
岩
波
新
書
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
二

次
大
戦
後
、
そ
れ
も
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
小
田
切
氏
は
「
や
が
て
芸

能
人
的
な
人
気
商
売
の
要
素
を
さ
え
加
え
る
に

い
た
っ
て
い
る
が
、
戦
前
に
は
、
通
俗
作
家
以

外
の
日
本
の
文
学
者
た
ち
は
、
多
か
れ
少
な
か

の
拠
点
に
す
る
。
当
然
職
員
も
そ
れ
に
応
じ
た

見
識
と
能
力
を
備
え
た
人
材
を
配
置
し
な
け
れ

ば
意
味
は
な
い
。
学
校
等
、
利
用
可
能
な
公
共

施
設
を
休
日
・
夜
間
開
放
し
て
、
地
域
住
民
の

余
暇
活
動
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
も
、
文
化
サ
ー

ク
ル
を
生
む
き
っ
か
け
に
な
ろ
う
。
草
の
根
的

に
生
れ
た
も
の
を
ま
と
め
、
育
て
る
こ
と
。
ま

た
、
蒔
か
れ
た
種
が
全
区
的
に
拡
が
り
育
つ
よ

う
手
を
貸
す
こ
と
、
そ
の
役
割
を
各
区
公
会
堂

が
行
う
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
地
域
の
文
化

創
造
活
動
か
行
わ
れ
る
こ
と
に
た
り
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。

神
奈
川
新
聞
記
者
　
脇
坂
茂
樹

れ
、
社
会
に
と
っ
て
の
邪
魔
者
・
余
計
者
・
疎

外
す
べ
き
者
等
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

の
大
弾
圧
を
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
思
想
性
の

薄
い
俳
句
で
さ
え
、
第
二
次
大
戦
中
、
無
季
俳

句
を
主
張
し
て
い
た
俳
人
た
ち
（
秋
元
不
死
男

氏
ら
）
が
、
伝
統
性
を
否
定
す
る
立
場
を
堅
持

す
る
ゆ
え
に
投
獄
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
興

俳
句
事
件
」
が
起
き
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
様
々
な
曲
折
と
消
長
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
同
人
雑
誌
が
発
行
さ
れ
、
し

か
も
そ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
図
書
館
以
外
の
市

の
施
設
（
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
婦
人
コ
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ー
ナ
ー
）
に
も
設
け
ら
れ
た
り
、
文
芸
団
休
と

市
教
育
委
員
会
が
共
催
で
各
種
の
文
芸
行
事
を

開
催
す
る
と
い
っ
た
現
象
は
、
ま
さ
に
戦
後
の

も
の
で
、
民
主
主
義
的
風
景
の
一
つ
と
も
、
文

　
　
意
味
を
も
つ
戦
後
第
三
期

　
と
は
い
え
、
戦
後
の
横
浜
の
市
民
的
文
学
活

動
の
歩
み
は
、
日
本
全
体
の
文
学
活
動
と
同
じ

よ
う
に
順
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
在

活
動
し
て
い
る
同
人
雑
誌
は
一
、
二
の
例
外
を

除
い
て
す
べ
て
戦
後
の
創
刊
で
あ
る
が
、
終
戦

直
後
（
二
十
年
―
二
十
五
年
）
か
ら
継
続
し
て

い
る
の
は
俳
句
の
「
浜
」
「
あ
ざ
み
」
「
末
黒

野
」
「
風
鈴
」
「
氷
海
」
「
道
標
」
、
短
歌
の

　
「
虹
」
「
碧
落
」
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
時
期
に
創

刊
さ
れ
た
「
第
一
書
」
な
ど
数
多
く
の
〝
焼
跡

派
同
人
雑
誌
〟
は
、
そ
の
誌
名
さ
え
記
憶
し
て

い
る
人
は
少
な
く
な
っ
た
。

　
戦
後
の
文
学
運
動
の
流
れ
は
、
大
づ
か
み
に

四
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
は
、
前

記
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
時
代
。
つ
ま
り
戦
後

の
解
放
と
混
乱
の
中
か
ら
新
し
い
芸
術
活
動
が

わ
き
起
こ
っ
た
戦
後
ル
ネ
サ
ン
ス
期
と
も
い
え

る
二
十
五
年
前
半
ま
で
の
時
期
。
し
か
し
こ
れ

も
二
十
五
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
の
発
生
を
機
に

様
相
が
変
わ
り
、
占
領
軍
の
反
体
制
的
活
動
へ

の
弾
圧
と
平
行
し
て
文
化
活
動
へ
の
監
視
が
始

ま
り
、
職
場
で
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
も
解
散
さ
れ

る
事
態
を
迎
え
る
。
二
十
六
年
九
月
の
講
和
条

約
調
印
を
は
さ
み
、
二
十
八
年
六
月
の
朝
鮮
休

戦
会
談
成
立
ま
で
は
文
学
運
動
に
と
っ
て
は
、

〝
冬
の
時
代
〟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
第
二
期
と

し
た
い
。
そ
の
反
動
と
し
て
生
気
を
取
り
戻
し

た
第
三
期
、
三
十
五
年
以
降
の
高
度
成
長
時
代

か
ら
低
速
経
済
時
代
の
今
日
ま
で
は
第
四
期
と

な
る
が
、
と
り
わ
け
横
浜
の
文
学
運
動
で
意
味

を
持
つ
の
は
第
三
期
で
あ
る
。
横
浜
の
文
学
団

体
の
横
の
結
合
機
関
で
あ
る
横
浜
文
芸
懇
話
会

と
、
戦
後
の
横
浜
の
文
学
運
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
芥
川
賞
作
家
の
郷
静
子
さ
ん
を
世
に

送
り
出
し
た
「
横
浜
文
学
」
　
（
去
年
十
一
月
終

刊
）
の
ス
タ
ー
ト
は
い
ず
れ
も
朝
鮮
休
戦
の
二

十
八
年
で
あ
る
。
既
に
横
浜
川
柳
懇
話
会
は
講

和
条
約
調
印
直
前
の
二
十
六
年
四
月
に
出
来
て

い
た
が
、
横
浜
俳
話
会
は
三
十
一
年
、
横
浜
郷

土
研
究
会
、
横
浜
詩
人
会
は
三
十
三
年
、
と
い

ず
れ
も
こ
の
第
三
期
に
誕
生
し
て
い
る
。
横
浜

詩
人
会
議
が
三
十
五
年
、
″
開
店
休
業
″
状
態
だ

っ
た
横
浜
歌
話
会
を
発
展
さ
せ
た
横
浜
歌
人
会

の
結
成
は
四
十
四
年
で
あ
る
か
ら
、
講
和
条
約

の
発
効
と
朝
鮮
戦
争
の
終
息
に
よ
っ
て
、
独
立

日
本
に
平
和
と
自
由
が
蘇
っ
た
時
期
か
ら
高
度

成
長
時
代
に
か
け
て
、
横
浜
の
文
学
運
動
は
再

編
成
さ
れ
た
と
み
て
差
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

　
　
　
一
万
人
越
す
同
人
誌
会
員

　
と
こ
ろ
で
現
在
の
市
民
の
文
学
活
動
の
支
え

に
な
っ
て
い
る
同
人
雑
誌
の
実
情
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
そ
の
実
態
把
握
は
困
難
な
面
も
あ

る
が
、
『
神
奈
川
文
芸
年
鑑
』
（
神
奈
川
新
聞
社

刊
、
一
九
七
七
年
版
）
に
よ
る
と
総
合
・
小
説

は
一
八
、
詩
一
七
、
短
歌
一
二
俳
句
二
三
、

川
柳
三
の
計
七
二
、
『
横
浜
市
文
化
団
体
名
簿
』

　
（
市
教
委
社
会
教
育
課
刊
、
一
九
七
六
年
版
）

に
よ
る
と
総
合
・
小
説
八
、
詩
一
〇
、
短
歌
一

一
、
俳
句
三
四
、
川
柳
四
の
計
六
七
と
、
食
い

違
い
が
あ
る
。
年
鑑
に
は
個
人
誌
が
含
ま
れ
、

名
簿
に
は
雑
誌
と
は
い
え
な
い
会
報
て
い
ど
の

も
の
を
発
行
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
大
結
社
の

支
部
組
織
も
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
同
一
基
準

に
よ
る
調
査
で
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
。
名
簿
か
ら
の
推
定
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
同
人

雑
誌
の
同
人
や
会
員
は
一
万
人
を
越
え
て
お

り
、
市
民
の
文
芸
的
関
心
の
高
さ
を
感
じ
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
そ
の
半
数
は
女
性

で
あ
る
。

　
横
浜
文
芸
懇
話
会
と
市
教
委
の
共
催
に
よ
る

横
浜
市
民
文
芸
祭
は
去
年
二
十
二
回
を
迎
え

た
。
さ
さ
や
か
な
記
念
品
だ
け
の
賞
品
で
あ
り

な
が
ら
、
募
集
し
た
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
詩

の
四
部
門
に
合
計
七
百
十
一
人
と
前
年
の
七
百

六
十
人
に
次
ぐ
応
募
者
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ

れ
ま
た
市
民
の
旺
盛
な
文
学
的
創
作
意
欲
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
文
学
的
活
動
に
対
応
す
る

行
政
当
局
の
取
り
組
み
は
、
よ
く
い
え
ば
主
体

性
尊
重
、
悪
く
い
え
ば
消
極
的
で
あ
る
こ
と

は
、
市
教
委
の
五
十
一
年
度
の
文
芸
関
係
事
業

予
算
が
補
助
金
を
含
め
わ
ず
か
百
九
十
万
円
と

い
う
数
字
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
県
教

委
が
四
十
九
年
十
二
月
発
表
し
た
『
芸
術
文
化

活
動
調
査
報
告
書
』
で
市
民
一
人
当
た
り
の
芸

術
文
化
事
業
費
（
施
設
建
設
費
を
含
ま
な
い
）

が
指
定
都
市
十
三
円
（
全
市
町
村
平
均
十
六

円
）
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
合
わ
せ
る
と
、
文
芸

活
動
は
依
然
″
継
子
扱
い
″
で
あ
る
感
を
強
く

す
る
。

　
こ
の
調
査
の
時
の
民
間
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
活
動
の
ネ
ッ
ク
と
し
て
資
金
難
に
次
い
で

会
場
難
を
訴
え
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
文
芸
団

体
が
行
政
当
局
に
求
め
て
い
る
の
は
集
会
場

で
、
現
在
計
画
中
の
大
仏
次
郎
記
念
館
に
も
集

会
所
の
併
設
を
要
望
し
て
い
る
。
市
の
文
化
行

政
に
は
そ
の
波
及
効
果
か
ら
時
に
は
″
一
点
豪

華
主
義
″
的
な
施
設
や
行
事
の
開
催
も
必
要
だ

ろ
う
。
し
か
し
市
民
文
化
の
地
下
水
と
し
て
、

地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
る
同
人
雑
誌
や
文
芸

団
体
に
対
す
る
″
主
権
を
侵
害
し
な
い
″
範
囲

で
の
一
段
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
ろ

う
と
思
う
。
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あ
か
し

学
が
市
民
権
を
獲
得
し
た
証
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。
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